
　　　口座振替依頼書の不備返却を防止するチェックポイントをまとめました。依頼書受付時に、ポイント箇所をチェック

　　いただくだけで、不備による返却（それに伴う口座振替開始の遅延）を減らすことができます。

　　不備になるポイントをご理解のうえ、依頼書受付時のチェックを励行いただきますよう、お願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　≪口座振替依頼書　チェックポイント≫

☆ゆうちょ銀行の場合

「WEB口座振替受付サービス」なら、不備返却なし！是非、ご活用※ください

※「WEB口座振替サービス」は、携帯やパソコンから口座振替の申込ができるサービスです。口座振替依頼書（紙）へのご記入

や捺印は不要ですので、不備返却という問題は発生しません。なお、ご利用にあたっては、別途、お申込みが必要です。

☞ チェックポイント 1

1.印鑑は銀行届出印で間違いないか？
※銀行届出印か不明確な場合は、ご依頼人に取引金融機関窓口で

届出印をご確認いただき、正当な印鑑を捺印いただきます。

2.捺印が不鮮明になっていないか？
※不鮮明な場合は、押しなおしてもらいます。

3.捺印がない場合、印鑑の届出がない「印鑑レス」口座かを確認
※印鑑レス口座の場合、後日、金融機関より申込受付メールが届きます。

ご依頼人に、その旨を伝え、メールの承認いただくようお願いします

最重要

不備の7割超が印
鑑欄によるものです。
印鑑欄のチェックは
必ず行いましょう！

☞ チェックポイント 2

法人の場合は会社名、肩書き、
代表者名まで省略されずに記入
されているか

☞ チェックポイント 3

口座番号は間違いないか？
※ご依頼人に確認。可能であれば、
再度キャッシュカードや通帳で確認
いただきます

【ご参考】
通帳の表紙・見開きに金融機関名、
支店名、口座番号等が記載されて
います。

委託者様にて、委託者番号、委託者企業名

のご記入願います

お願い


